
 

ちいさいなかま 6月号特集「イヤイヤ 泣き止まない どうしたらいいの？」より 

小論 

子どもへの応援、おとなへの応援、どちらも大切に―1,2歳代の自我の育ちとおとなの関り― 

京都文教短期大学：松田千都 

以下、抜粋 

ある園の 2 歳児クラスでは、おたよりの名前が「まってるよ」に決まりました。それを保護者に伝え

た文章の一部を紹介します。 

自分の思いをおとなに強く押し出すようになる 1,2 歳代の子どもたち。「イヤイヤ期」という呼び方は、

良くも悪くも広く知られるようになりました。おとなからの提案を「これはイヤ」「あれもイヤ」と拒

否したり、ひっくりかえって泣き続けたりして思うように動いてくれない姿を前にして、「まってるよ」

と言葉にするのは容易ではありません。「待つってなかなか力がいること」とありますが、何より「心

の力」がいることではないでしょうか。ここでおとなが使う心の力は、もっとすてきな自分になって

いこうとする子どもへの応援です。そして、子どもと関わるおとなが心の力を発揮するためには、ま

わりにいるおとなや、社会からの応援が欠かせません。 

 

どう思われましたか？そりゃもちろん待つことは大事！やし、待ちたい！！と思っている。でも、待

てないことのほうが多い！！というのが現実ではないですか？だからこそ、まわりにいるおとなや、

社会からの応援が欠かせないんですけど、それでもなかなかうまくはいきませんよね。 

筆者も最終「「プロ野球選手でも、打率三割なら上等」くらいの気持ちでいいのかもしれません。」と

しめておられます。ほんとにそうだと思います。できなくても、そうしてあげたいと思っている。そ

れがすべてだと思います。 

 

上記全文に興味のある方、ぜひぜひ、「ちいなかコーナー」を覗いてみてください。 

6月 園だより 
社会福祉法人まりも会 

まりも保育園 

202２年 6月 

この 1年間どんな楽しみが待っているのかな、ドキドキ、ワクワク。たまには腹が立つことや悲しくなる

こともあるけれど、毎日きっと楽しいことが待ってるよ。散歩のときや階段をのぼる時、友だちや保育者と

一緒に「お～い！待ってるよ～！」待つってなかなか力がいることだけど、大好きな友だちや大人を待つこ

とを大切にしたいなぁと思います。 

毎日あっという間に過ぎていくけれど、自分でパンツをはこうしている時、服を着ようとしている時、“自

分で”の想いをうけとめ「まってるよ」って見ていきたいなと思ったのです。 

 



6 月 内科健診 7 木 七夕

7 火 田植え・きりんぐみ 8-9 金・土 きりんぐみ1泊保育

9 木 15-16 金・土 きりんぐみ2泊保育予備日

10 金 12 火 身体測定

11 土 19 火 避難訓練

15 水 歯科検診 20 水 乳児誕生会

17 金 避難訓練 22 金 こぐまぐみ夕涼み会

20 月 プール開き 29 金 こぐまぐみ夕涼み会予備日

22 水 誕生会 27 水 幼児誕生会

６月の予定

保育参観日

７月の予定　

 

※いずれも、変更の可能性があります。 

 

ご意見いただきました。 

 迎え時、子どもたち同士の間で、心無い言葉が何度も発せられている状況を目にしたが、そ

の時保育にあたっていた職員からの制止がなかった。これが日常であったなら大変不安に思

う。 

 職員の子どもに対する感情的な対応を目にした。そうゆう事態は今後さけるべきに思う。 

◼ ご心配をおかけし申し訳ございませんでした。職員体制も含め、改善を行いました。 

 

おしらせ 

 5月末日をもって、以前のよい子ネットシステムは終了となります。 

 厚労省「マスクの着用の考え方及び就学前児の取扱いについて」が変更されましたことをう

けて、今後は園としての積極的な着用は控えてく方向です。 

 

受診をともなうケガについてご報告させていただきます。  

 台から雲梯側棒に飛んだ際転倒：外科受診（5歳児男児）→右手首骨折 

 半円型設置物に駆け上がる際転倒：鼻腔より出血が続いたため耳鼻科受診（5 歳児男児）→

経過観察 

◼ 安全管理に努めて参ります。 

 


